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◆河川 

筑後川水系(支川）の被害 

◆ため池（朝倉市） 

・108箇所の農業用ため池 

・約50箇所で被害， 

・9箇所で堤防決壊 

出典）  

1) 内閣府ホームページ：６月３０日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成２９年台風第３号による 

  被害状況等について平成29 年7 月18 日7 時0 0 分現在 

2)福岡県・九州農政局調査 

管理者 水系 河川 
被害 
箇所 

国 遠賀川 彦山川 11 

筑後川 
筑後川 
佐田川 
花月川 

21 

山国川 
大分川 

山国川 
大分川 
七瀬川 

8 

福岡県 遠賀川 
筑後川 

支川 約270 

大分県 筑後川 
山国川 等 

支川 約150 

主な被害状況 被害箇所 

決壊 荷原川 3 桂川 1 妙見川 1 

河道閉塞 赤谷川  白木谷川  荷原川  北川 等 

護岸損壊 大肥川 24 荷原川 21 他多数 

護岸損傷 
河岸侵食 
堤防洗掘 

主な被害 

河川・ため池の被害状況 



これまでの災害調査箇所 

７/29（土）：山の神１，２ため池，鎌塚ため池 
                    桂川右岸8k200，荷原川左岸2k200 
       他２箇所 （主に堤防の破堤箇所） 
７/30（日）：赤谷川（小河内川，乙石川），北川河口 
８/19（土）：梅ケ谷1ため池，生津ため池 
       三反田ため池 
       牟田谷・牟田谷中ため池 
８/20（日）：桂川上流～中流域 

 



奈良ヶ谷川 

赤谷川 北川 

妙見川 

桂川 

荷原川 

調査河川の位置（被害状況判読図より） 

白木谷川 

（出典：国土地理院） 



破堤区間 

破堤前 

仁王丸橋 
破堤状況 

破堤前 

荷原川左岸2k200 被害状況① 

グーグルマップより 



緊急復旧状況 

緊急復旧状況 

塵芥集積跡 
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湧水有り 

荷原川左岸2k200 被害状況② 



桂川右岸8k200 被害状況① 

比良松中 

破堤区間 

破堤前 

固定堰 

落差工 

樋 管 

グーグルストリートビューより 



桂川右岸8k200 被害状況② 

右岸下流より 

左岸上流より 

痕跡水位(左岸) 

天端高-0.4m 

堤防高 

2.5m 

▽痕跡水位 
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・ 河川堤防（土堤）の被害状況（まとめ） 

桂川 8k200 右岸 荷原川 2k200 左岸 

カミソリ堤，コンクリートや石積みの上に土羽* 
         *土羽・・コンクリート等で被覆されていない法面 

・想定以上の水位上昇で越水し，裏法が侵食され崩壊 

・平均動水勾配が0.3に近く，浸透破壊も想定される 

破堤幅 約40m 破堤幅 約20m 

被災 
メカニズム 
（推定） 

 
被災状況 

 



桂川 

調査地点① 
桂川12k000付近 

調査地点② 
桂川 

調査地点⑤ 
桂川8k200付近 

山地 

平地 

調査地点①② 

調査地点①② 

調査地点① 

調査地点① 

調査地点② 調査地点② 調査地点② 

調査地点⑨ 
乙石川 

調査地点③ 
桂川 

調査地点④ 
桂川 

調査地点⑥
荷原川 

調査地点⑦
荷原川 

調査地点⑪ 
赤谷川 

調査地点⑩ 
赤谷川 

調査地点⑧ 
北川 

直線河道であり、左岸側の護岸天端高
が右岸側護岸の天端高より低く、左岸
護岸の天端を流水が浸食し、左岸側護
岸が崩壊した。 

山地から局所的な谷底平野として広が
る箇所において、流下土砂が堆積した。 

湾曲部において、流水が曲がりきれず
に、浸食・氾濫を引き起こした。 

侵食面の状況 
礫・玉石・砂などが、混在しており、
過去に発生した、土石流堆積物である
ことが伺える。 

桂川中上流域の被害状況① 



調査地点③ 

調査地点③ 

調査地点③ 
調査地点③ 

調査地点③ 

直線河道であり既設護岸の配置高が比較的低く、護岸
の天端以上の流水が河道を流下したため、護岸天端部
（土・植生部）を浸食し、護岸が崩壊した。 

護岸配置 

護岸非配置（植生のみ） 

桂川 

調査地点① 
桂川12k000付近 

調査地点② 
桂川 

調査地点⑤ 
桂川8k200付近 

山地 

平地 

調査地点⑨ 
乙石川 

調査地点③ 
桂川 

調査地点④ 
桂川 

調査地点⑥
荷原川 

調査地点⑦
荷原川 

調査地点⑪ 
赤谷川 

調査地点⑩ 
赤谷川 

調査地点⑧ 
北川 

調査地点③ 

桂川中上流域の被害状況② 



調査地点④ 

調査地点④ 

調査地点④ 調査地点④ 

桂川 

調査地点① 
桂川12k000付近 

調査地点② 
桂川 

調査地点⑤ 
桂川8k200付近 

山地 

平地 

調査地点⑨ 
乙石川 

調査地点③ 
桂川 

調査地点④ 
桂川 

調査地点⑥
荷原川 

調査地点⑦
荷原川 

調査地点⑪ 
赤谷川 

調査地点⑩ 
赤谷川 

調査地点⑧ 
北川 

湾曲部において、流水が曲がりきれず
に、浸食・氾濫を引き起こした。 

氾濫流の流下跡。 
礫・玉石が多く堆積している。 

堤防・護岸の侵食部 

調査地点④ 

氾濫流の流下跡の侵食面には、
礫・玉石・砂などが、混在し
ており、過去に発生した、土
石流堆積物であることが伺え
る。その上に、稲が出ている
ことから、昔の氾濫地を田畑
として利用している。 

調査地点④ 

桂川中上流域の被害状況③ 



桂川 

調査地点① 
桂川12k000付近 

調査地点② 
桂川 

調査地点⑤ 
桂川8k200付近 

山地 

平地 

調査地点⑨ 
乙石川 

調査地点③ 
桂川 

調査地点④ 
桂川 

調査地点⑥
荷原川 

調査地点⑦
荷原川 

調査地点⑪ 
赤谷川 

調査地点⑩ 
赤谷川 

調査地点⑧ 
北川 

堤防・河道の被災形態の整理

浸食 越水 浸透
土砂
堆積

河道
変更

流下能力

超過

12k000付近 ① 山地 無 〇 〇 〇

② 山地 有 〇 〇 〇 〇 山地と平地の境

③ 山地 無 〇 山地と平地の境

9k600付近 ④ 平地 有 〇 〇
8k200付近 ⑤ 平地 無 〇
4k000付近 ⑥ 平地 有 〇
2k400付近 ⑦ 平地 無 〇

北川 1k000付近？ ⑧ 山地 無 〇 〇
乙石川 0k400付近 ⑨ 山地 有 〇

2k600付近 ⑩ 山地 有 〇 〇
0k600付近 ⑪ 平地 有 〇 〇 〇

備考

桂川

荷原川

赤谷川

破堤・護岸崩壊 河道特性による氾濫
被災形態

地形
湾曲
有無

調査地点

地形の違いによる被災特定 
  
 河道変更は、湾曲部において、河道

が直線に流れようとして発生するもの
であり、平地における蛇行箇所で発
生する。  

 堤防の浸透破壊は、築堤箇所で発生
する。比較的平地において築堤によ
り氾濫を抑えるため、平地にて発生
することが多い。  

 堤防・護岸の浸食は、湾曲部におけ
る外湾側で発生することが多いため、
平地にて発生することが多い。  

 

河川被害調査のまとめ 



ため池の調査位置図 

調査箇所：     決壊4 

          損傷 5 

Google マップ 

三反田ため池 

上須川ため池 

牟田谷ため池 

牟田谷中ため池 

山の神ため池 

山の神2ため池 

鎌塚ため池 
生津ため池 

梅ケ谷1ため池 



ため池右岸袖部に越流に伴う洗掘跡が確認される。 堤体が大きく流亡している。 天端・袖部道路付近に明
瞭な越流跡が確認される。 

山の神2ため池 

堤体中央深部に古い石積みが確認される。土砂の流出
跡が見られる。 

堤体左岸崩壊部にﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ孔及び地下水の浸出が確
認される。 

堤体右岸崩壊部にすべり破壊に伴いクラック・段差が確
認される。洗掘の進行に伴うすべり破壊跡？ 

ため池左岸耕作地に越流に伴う浸食・洗掘跡が確認さ
れる。 

ため池右岸護岸崩壊箇所上の建物崩壊箇所で、背後からの
流水跡が確認される。 

ため池右岸護岸崩壊箇所では背後
からの流水跡や、これに伴う浸食・洗
掘跡が確認される。 

山の神ため池の被害状況 

Google マップ 



下流から 堤体 

大量の土砂・ 
流木が流入 

天端・土堤（裏法）に越流痕や侵食痕あり． 

例）H16年台風23号淡路島のため池被害 

・ 山の神ため池の被災メカニズムの考察 

被災 
メカニズム 
（推定） 

過去の被災事例との比較も必要 

洪水吐に 

流木が集積 

越水による堤体 

（土堤）の侵食 

被災状況 



痕跡水位は天端より低く、越流は発生して
いないものと考えられる。 

堤体下流側のり面、法尻部に有意な
変状の発生は見られない。 

堤体下流側の流路部には多数の浸食・洗掘跡が確認される。 水吐部下流側及び側部は大きく浸食・洗掘されている。流路右側
に当たる堤体法面は、洗掘に伴い崩壊している。 

水吐部には流木の堆積が見られ、コンク
リ－ト壁上部の樹木、堤体部に痕跡水位
が確認される。 

水吐部付近の堤体土砂が流出しており、流路護岸部が崩壊している。 

鎌塚ため池の被害状況 



梅ケ谷1ため池の被害状況 

流木・土砂・岩塊の堆積状況 
Φ1m以上の花崗岩岩塊 

Φ1m以上の片岩岩塊 

基盤岩(花崗岩）と崖錐性堆積物
の地層境界 

花崗岩 

崖錐 

洪水吐左岸側耕作地に 
土砂が堆積している。 

洪水吐排水路左岸側が浸食され
堤体土が流亡している。 排水路側壁を超える痕跡水位 排水路側壁を超える痕跡水位 

【主な被害】 
 ■ため池への流木、土砂、岩塊等の流入・堆積 
 ■洪水吐側壁外側部の浸食 

【痕跡水位】 
 ■ため池天端部に明瞭な痕跡水位は確認されない。  
 ■ため池左岸側耕作地への土砂堆積、洪水吐側壁 
   部の痕跡水位より、洪水吐橋桁下面付近まで水 
   位が上昇したものと推察される。 

【変状メカニズム】 *洪水吐側壁外側の土砂流出 
 ■洪水吐側壁を超える痕跡水位が確認されており、  
   より、これらの流下に伴い、側壁背面の土砂が浸 
   食され、大きな土砂流出が発生したものと推察さ 
   れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

流木、土砂、岩塊等の流入 

洪水吐吐出水位の上昇 

側壁部越流水の発生 

側壁背面土砂の浸食・拡大 

Google マップ 



ため池被害調査のまとめ 

＊速報的にまとめたものです．今後詳細な調査・分析により内容が変更されることがあります． 

洪水吐構造 堆砂 堤体土質 概況 堤体被害 洪水吐 越水

牟田谷 妙見川
コンクリート

地山上の側水路型
上部橋なし

少 礫混り粘性土 破堤 洪水吐周辺の侵食 コンクリート部崩壊 有

牟田谷中 妙見川
自然石カラ石積み
地山上の側水路型

上部橋なし
少 粘土混り砂礫 破堤

堤体裏のりすべり
洪水吐周辺の侵食

カラ石積み崩壊
無

(ほぼ天端水
位)

三反田 妙見川
コンクリート

地山上の側水路型
上部橋あり

中+流木 不明 被害少 洪水吐側壁背面土の侵食 被害なし 有

上須川 妙見川 カルバート 少 礫混り土砂 被害少 堤体裏のりすべり 被害なし
無

(ほぼ天端水
位)

山の神 奈良ケ谷川
コンクリート

堤体中央水路型
上部橋あり

中+流木 玉石混じり砂礫 破堤 堤体欠損
流木による閉塞
⇒洪水吐流失

有

山の神２ 奈良ケ谷川 洪水吐きなし 玉石混じり砂礫 破堤 堤体欠損 洪水吐きなし 有

鎌塚 奈良ケ谷川
コンクリート

地山上の側水路型
上部橋なし

多+流木 不明 土砂堆積 洪水吐及びその周辺の侵食
流木による一部閉

塞
天端下1.2m

梅ヶ谷１ 北川
コンクリート

地山上の側水路型
上部橋あり

多 不明 土砂堆積 洪水吐側壁背面土の侵食 被害なし
無

(ほぼ天端水
位)

生津 北川
自然石カラ石積み
地山上の側水路型

上部橋あり
多 不明 土砂堆積 洪水吐周辺の侵食 カラ石積み崩壊

不明
(痕跡無し)

名称 流域
被災状況施設の状態



 

・被害は，筑後川の上流域，支川に集中 

・大量の土砂・流木による堤防決壊，河道閉塞，護岸損傷 

・ため池・河川堤防の崩壊⇒堤体の侵食 
 

被害のまとめ・特徴 

今後の取り組み 

まとめと今後の取り組み 

・災害リスクが高まっている堤防やため池危険箇所の抽出 

・流域の地形や地質と河川下流域の土砂堆積分布や 

 被害到達範囲の関係を見える化 

・河川・ため池被害において，流木の有無，水と土砂の 

 混相が被害拡大に及ぼした影響を検証 



河川・ため池被害Gメンバー 

氏名 所属 氏名 所属

杉本知史 長崎大学 前田秀喜 西日本技術開発

宇都洋一 応用地質 松下俊樹 建設技術研究所

内野隆文 カミナガ 東孝寛 九州大学

毛利栄征 茨城大学 小高猛司 名城大学

前田健一*) 名古屋工業大学 石藏良平 九州大学

（敬称略） 

＊）連携メンバー 

この調査報告は速報的にまとめたものです． 

今後，詳細な調査・分析により内容が変更されることがあります． 


